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１面写真募集要領〈次回の締め切り10月9日〉

●内　　容：	�武蔵野市内で応募者自身が撮影した、未発表のオリジナル作品（カラー）に限ります
　　　　　　（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください）。
●規　　格：	①紙焼きの場合　・サイズ　六つ切り
	 ②デジタルデータの場合
	 　・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式
	 　・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上
	 　・�ファイルサイズ	 2ＭＢ程度まで
	 	 （�2ＭＢ以上になるとメールが受信できない場合があります）
●審　　査：	議会広報委員会が審査します。
●発　　表：	�採用された作品は、11月1日発行の市議会だよりに掲載します
	 （賞品等はありませんのでご了承ください）。
●著 作 権：	�作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市議会だより掲載後6か月

間、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。
●期　　限：	10月9日（水）当日消印有効
●応募方法：	�撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関する

コメント（100字程度）を明記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返
却いたしません。なお、今回採用されなかった場合、次号以降の市議会だよりの
1面写真に使用させていただく場合があります）。

●あ て 先：	�〒180-8777	 武蔵野市緑町2-2-28
	 	 武蔵野市議会事務局　市議会だより係
	 デジタルデータの場合はメールで	 ofc-gikai@city.musashino.lg.jpまで
	 （CD-R等、各種メディアでの送付はご遠慮ください）
●問い合わせ：	TEL 0422-60-1883

メールアドレス 市議会ホームページofc-gikai@city.musashino.lg.jp http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

第
二
回
　
市
議
会
定
例
会

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
三
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
正
副
議
長
・
監
査
委
員
の
改
選
と
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、
各
常
任
委

員
会
委
員
、
各
種
委
員
の
選
出
な
ど
の
議
会
人
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
六
人
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
整
備
運

営
事
業
に
関
す
る
施
設
整
備
工
事
請
負
契
約
な
ど
十
六
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
、

市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
西
武
鉄
道
五
路
線
の
存
続
と
沿
線
の
更
な
る
充
実
、

発
展
を
求
め
る
決
議
な
ど
二
件
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
与
座 

武
氏

　
　
　
　
　
副
議
長
に
落
合
勝
利
氏 

「きらめく新緑のこずえ」
撮影：永井 とき子（武蔵野市）
場所：井の頭恩賜公園（2013.5.9）

写真募集中 !
写真募集中 !

　

六
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
き
く
ち

太
郎
議
長
よ
り
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
各
会
派
の
話
し
合
い
の
後
に

同
月
十
日
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の

結
果
、
与
座　

武
議
員
十
三
票
、
白
票
十
一

票
と
な
り
、
与
座　

武
議
員
（
市
議
会
市
民

ク
ラ
ブ
）
が
第
四
十
二
代
議
長
に
選
出
さ
れ

井の頭公園をともに歩いた日々を
懐かしく思い出し、毎日池の周り
を歩いています。落ち葉を踏みし
めて歩いた道、雪の残る道、渡り
鳥の飛来を待つ日々の道。春夏秋
冬と自然のすばらしさに出会い、
憩いの時間でした。今も。

ま
し
た
。
続
い
て
土
屋
美
恵
子
副
議
長
か
ら

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
承
認
後
、
直
ち
に
副

議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結

果
、
落
合
勝
利
議
員
十
一
票
、
本
間
ま
さ
よ

議
員
十
票
、
白
票
三
票
と
な
り
、
落
合
勝
利

議
員
（
市
議
会
公
明
党
）
が
副
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

議　

長　

与 

座　

武

　

日
本
国
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
地
方

自
治
の
本
旨
」
を
体
現
す
る
こ
と
が
議
員
・

議
会
の
重
要
な
職
責
の
一
つ
で
す
。
そ
の
上

で
議
長
は
、
議
会
の
ま
と
め
役
で
あ
る
こ
と

は
当
然
と
し
て
、
二
元
代
表
制
の
一
方
の
長

と
し
て
行
政
執
行
部
と
の
手
強
い
交
渉
相
手

で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
議
会
を

代
表
し
て
多
く
の
市
民
・
各
種
関
係
団
体
の

活
動
を
激
励
し
、
議
会
情
報
を
提
供
し
、
そ

し
て
市
政
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
す
る

役
割
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
自
覚

し
緊
張
感
を
持
っ
て
議
長
の
職
責
を
全
う
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
武
蔵
野
市
の
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
は
、
多
く
の
市
民
が
、
こ
の
ま
ち
を
支
え

て
い
る
の
だ
と
い
う
自
負
心
を
持
ち
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
の
こ
と
に
応
え
ら
れ
る
市
議
会

で
あ
る
よ
う
議
長
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

副
議
長　

落
合 

勝
利

　

こ
の
た
び
副
議
長
の
大
任
を
拝
し
ま
し

た
。
重
要
な
責
務
に
日
々
心
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
地
方
分
権
改
革
の
動
き
も
大

き
く
進
展
し
、
国
や
都
か
ら
の
権
限
移
譲
も

目
に
見
え
る
形
で
増
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る
」
と

い
う
改
革
に
お
い
て
地
方
自
治
の
あ
り
方
も

改
め
て
見
つ
め
直
さ
れ
る
中
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
地
方
議
会
の
役
割
も
問
い
直

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
議
会
に
お
い
て
も
継

続
し
て
議
会
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
市
民
目
線
を
忘
れ
ず
今
後
の
改
革
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
・
防
災
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の

充
実
、
子
育
て
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
等
々
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
議
長
の
補
佐
役

と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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文
教
委
員
会

総
務
委
員
会

建
設
委
員
会

厚
生
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

山
本
あ
つ
し

　

○
橋
本
し
げ
き

桑
津
昇
太
郎

◎
小
美
濃
安
弘

小
野　

正
二

内
山
さ
と
こ

近
藤　

和
義

蔵
野
恵
美
子�

○
山
本
ひ
と
み

深
田
貴
美
子�

◎
深
沢　

達
也

木
﨑　
　

剛�

与
座　
　

武

川
名
ゆ
う
じ�

○
前
田　

秀
樹

き
く
ち
太
郎�

◎
土
屋
美
恵
子

落
合　

勝
利�

本
間
ま
さ
よ

し
ば
み
の
る�

○
西
園
寺
み
き
こ

石
井　

一
徳�

◎
田
辺　

あ
き
子

ひ
が
し
ま
り
子�

斉
藤
シ
ン
イ
チ

※
五
月
十
三
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
し
て
、
軽
装
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎印 : 委員長
◯印 : 副委員長

　第２回定例会では６月３日、６日に、16名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問と
答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、８月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館・コミュニティセンター、市役所７
階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第２回定例会分は８月27日登
録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※�一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に
対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

学校の校庭芝生化事業、 
今後の維持管理は

　　桑津昇太郎議員
	 境南小学校の校庭芝生化事業で、今後

の維持管理についての考えを伺う。
	 緑の大切さを多くの方に共有してもら

うため、維持管理等に児童、ＰＴＡ、地域
の方に関わっていただきたいと考えている。
	 子ども文化・スポーツ・体験活動基金

の有効活用のための指針を設けるべきでは。
	 基金の設置目的に照らし、健全育成、

人格形成に資する事業の実施を進めたい。
	 吉祥寺東町４丁目の旧ポンプ場公園の

整備計画の進め方や工程について伺う。
	 市民と意見交換会を開催し、内容を取

りまとめ詳細設計を行い、年度内に整備を
進め、来年３月のオープンを目指したい。

公共施設の 
品質確保等について

　　落合勝利議員
	 公共工事について、①財政援助出資団

体が発注する工事は、法的に該当するか②
設計から検査までの品質確保の体制作りを、
職員の適正配置と技術的習熟について踏ま
えた上で、どういう方針で進めていくか。
	 ①公共工事に該当しないと判断してい

る②技術系職員の役割と、研修により担え
る部分を考え、人材確保・育成に努めたい。
	 私立幼稚園や保育園等への緊急連絡は

迅速性が必要だが、現在の体制と、メール
等による今後の連絡体制強化について伺う。
	 所管課から各施設へファックス等で情

報提供する体制であり、メール等による連
絡方法については研究課題としたい。

市民目線の広報・広聴、 
窓口対応を

　　木﨑　剛議員
	 市民目線で事業を取り組むためには、

広報・広聴の推進が重要と考えるが見解は。
	 市報等の情報発信のほか、タウンミー

ティング等の意見交流や地域の活力を紙面
に生かす取り組みについて、充実させたい。
	 行政窓口の対応について、市民との考

え方の違い等による課題を改善する方法は。
	 丁寧な対応を徹底し、接遇研修の実施

や組織全体で課題共有して改善に努めたい。
	 財援団体の市民社協が発行する広報紙

について、寄付一覧に現職都議の政治団体
の名称が掲載されたが、法令上の問題は。
	 社協側の違法性はないとの顧問弁護士

の見解だが法令遵守や再発防止を指導した。

歴史資料館の設置について
　　深沢達也議員

	 歴史資料館（仮称）について、①法的
位置づけは②「武蔵野文学館」等、文学の
視点のコンセプトを提起するが見解は③学
校教育や生涯学習等、教育行政との連携に
ついて、最大限に機能を発揮すべきでは。
	 ①博物館法に基づく登録博物館や相当

施設として登録等を目指し、準備したい②
武蔵野文学館という考え方等を含め、今後
歴史資料館で何が表現できるかを検討し、
博物館の運営計画に反映させていきたい③
学校教育については、学校の意見を参考に
学習活動に資するプログラムを検討し、生
涯学習活動については、歴史資料を活用し
た学習活動を市民に提供していきたい。

コミュニティの再構築について
　　山本あつし議員

	 共助の考え方が重視される中、既存の
コミュニティが行政の下請化する危険性は。
	 行政の下請とは考えていないが、そう

ならないよう注意しなければいけない。
	 コミセンについて、①建物の運営を主

とする以上、多様な市民活動を包摂しきれ
ない現状では②コミュニティの形成と、コ
ミセンの運営を明確に区別すべきでは。
	 ①地域団体とのネットワークは充実し

てきているが、立ち寄った人々をつなげる
コーディネート機能が期待されていると考
える②指定管理者の考え方については、今
後のコミセンの議論および指定管理者制度
の見直しの中で検討していきたい。

子どもの声を形にする 
公園づくりと教育に向けて

　　斉藤シンイチ議員
	 市内の公園をリニューアルや新設する

際、子ども向け・親子向けワークショップ
などの実施を提案するが、市長の見解は。
	 環境学習や地域を学ぶ点でもワーク

ショップは大切であり、今後子どもたちの
参加も視野に入れ検討を進めていきたい。
	 特別支援教育が必要な児童が、放課後

学童クラブ等で過ごすことの課題を伺う。
	 一部の学童クラブで受け入れを行って

おり、人員体制確保や専門性の向上等、課
題を把握し対応について検討していきたい。
	 特別支援学級や情緒障害等通級指導学

級などを増設する必要性について、見解は。
	 ニーズを踏まえ拡充方向で検討したい。

安心・安全への 
取り組みについて

　　前田秀樹議員
	 ２月 28 日に起きた吉祥寺での強盗殺

人事件の後、市ではミッドナイトパトロー
ルを実施しているが、課題と現状を伺う。
	 現時点で特に大きな課題は報告されて

おらず、地域の方からは、まちの安心感が
増しているという声をいただいている。
	 商店街の防犯カメラについて、既存の

カメラの付け替えも補助金の対象となるか。
	 設置後７年を経過したものについては、

東京都の区市町村補助事業の対象となる。
	 青少年の犯罪に対し、学校、教育委員

会は警察とどのように連携を行っているか。
	 警察とは相互連絡制度にかかる協定を

締結し、情報交換等の連携を進めている。

子宮頸がんワクチン接種は 
いったん中止を

　　山本ひとみ議員
	 定期接種となった子宮頸がんワクチン

によって、重い副反応の事例が相次いでいる。
いったん立ち止まって接種を中止する対応
が求められている。被害者の声を政府に届
けていただけないか。
	 市長会でも今後よく研究し、必要に応

じて国・東京都へ要望していきたい。
	 今年度 181 人まで増加した待機児の解

消に向けた抜本的な計画策定は。
	 現在、緊急対策本部において、今後の

保育計画を策定すべく検討を進めている。
	 認可外保育施設の保育料助成制度変更

に伴い、利用者へ説明会を開催すべきでは。
	 問い合わせに１件１件対応したい。

しなやかに、 
強い日本を創るために

深田貴美子議員
	 国土強靭化基本法案は、15兆円を生か

す地方の計画策定を求めているが、対策は。
	 具体的には法案が通り、十分な説明を

待って、本市の対応や体制を検討する。
	 吉祥寺駅南北通路事業の国の補助金１

億６千万円減額の財源補てんについて伺う。
	 基金活用と国・都に新たな要望を行う。
	 築 30年財団統廃合の指摘のある保健セ

ンターのＣＥＭＳ推進は再検討が必要では。
	 モデル事業として進めていくが、広く

全市的に取り組む体制を考えていきたい。
	 商業地区の耐震改修等を阻む駐輪場・

荷捌き場附置義務条例を見直すべきでは。
	 関係部署と調整し検討していきたい。

狭あい道路の 
拡幅整備を急げ

　　小美濃安弘議員
	 安全で快適なまちづくりに資する狭あ

い道路整備事業について、①生活道路の幅
員が４メートル以上あることの重要性をア
ピールすべきでは②道路拡幅に関する私設
工作物の撤去等に対する補助制度の創設は。
	 ①地域防災計画等に拡幅整備の必要性

等を位置づけ、市報やホームページ等によ
り情報発信を行っている②平成 8年度から
寄付等で協力を得ている経過を考慮すると、
現時点での補助制度は難しいと考える。
	 国や都の補助制度について、市民への

情報公開は徹底して行われているのか。
	 積極的に情報収集し、市報やホーム

ページ等を通じて PRに努めていきたい。

情報機器を市民参加、 
協働のツールに

　　川名ゆうじ議員
	 本市のデータを市民がさまざまな角度

から活用できるよう、情報公開すべきでは。
	 行政情報のオープンデータ化について

は、推進すべき事項であり、今後国が示す
方向性を参考に、実現方法を検討したい。
	 総合情報化基本計画を、市民参加等を

進めるための新たなツールが情報機器であ
るという理念を作り、その活用方法を示す
計画に作り直すべきではないか。
	 次期計画では、市民サービスに直結す

る情報機器の活用を第一義的な目標と位置
づけ、市民の意向を確認しつつ策定したい。
　このほか、待機児対策や長期計画の進捗
状況の数値化について質問がありました。

自治と主権を脅かすＴＰＰに対し 
地産地消・国内自給の推進を

　　内山さとこ議員
	 市内小・中学校給食について、①ＴＰ

Ｐ参加による影響は②安全基準等を周知徹
底するため、市独自の給食・食育ガイドラ
インの策定が必要と考えるが、見解は。
	 ①安全性の最優先を方針として定めて

おり、TPP参加の結果、安価な食材が流
通しても方針に変更はない。②既存の方針
等を統合的に扱いガイドラインとして考え
ることも可能だが、今後の課題である。
	 市の食育にかかわる取り組みを体系立

てた「食育の推進計画」を策定し、総合的
に進行管理すべきではないか。
	 教育とも連携して体系化する必要があ

ると認識しており、今後検討していきたい。
※TPP…環太平洋パートナーシップ協定

地域の特性に合った 
まちづくり等について

田辺あき子議員
	 計画的なまちづくりの推進にあたり、

影響の大きい地区の市民への丁寧な説明は。
	 市民に与える影響が大きい案件では、

市報特集号の全戸配布のほか、該当者には
個別の情報提供や説明会等を行っている。
	 国の積極的な経済対策に伴い、本市で

も景気向上への新規事業等を行うべきでは。
	 市内企業の資金需要対策として、小規

模企業者等事業資金利子補給事業の対象事
業者を拡大し、予算計上している。
	 市の胃がん検診にピロリ菌検査導入を

求める声があるが、検査の早期導入は。
	 ピロリ菌検査の導入については、国や

都等の動向を踏まえつつ検討していきたい。

横浜市の待機児童ゼロ 
達成を受けて
　　　　　　　　　　　　蔵野恵美子議員
	 本市では今年４月の待機児童数は昨年

４月の 1.5 倍に増加した。一方で横浜市で
はゼロを達成している。待機児童対策の抜
本的な見直しが必要と考えるが見解を伺う。
	 本市でも保育コンシェルジュを配置し、

ニーズの把握等を行っているが、横浜市の
例も参考に、本市の施策でも取り入れたい。
	 本市の幼稚園世代（４歳以上の未就学

児）に対する幼児教育や遊びに関する施設、
施策が手薄に感じるが見解を伺う。
	 今後、境こども園や泉幼稚園跡地利用

施設で子育て支援事業を実施する。また、
今年度から策定の第４次子どもプランでも
施策の充実について検討していきたい。

若者世代が希望を持てる 
雇用促進・創出を

　　しばみのる議員
	 若者世代の就職難について、①若者が

希望を持てるよう、市の積極的な対応策と
支援を求めるが、見解は②以前市内にあっ
た公共職業訓練所の再建を、東京都に要請
できないか③庁内に常設の就職相談支援の
窓口を設置することを求めるが、見解は。
	 ①ハローワークや都と連携するととも

に、市長会等を通じて都や国に対し必要な
雇用政策を要望しなければならないと考え
ている②都が施策として再編し、新たにス
タートしたものであるため、市として要望
する考えはない③専門の窓口を常設するこ
とは考えておらず、ハローワークとの連携
による支援・相談事業の充実に努めたい。

男性も女性もともに 
生き生きと暮らすまちづくりを

西園寺みきこ議員
	 本市における男女共同参画に関する意

識調査の結果について伺う。
	「男性が優遇されている」と回答した

割合が、国や近隣市より約 10％高かった。
	 男女が暮らしやすいまちにするため、

イベント等で「託児付き」を標準化しては。
	 24 年度実績で 125 事業 1,330 人預かっ

た。対応可能なものから託児を付けていく。
	 健康被害が頻発している子宮頸がんワ

クチン接種をいったん立ち止まり、国の調
査の行方を見守ってはいかがか。
	 予防接種法に基づき、事業を継続する。
※�この後６月 14 日の厚生労働省検討部会で積極的な勧
奨の一時見合わせの判断があった。
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新
し
い
常
任
委
員
会
委
員
等
が
決
ま
る

武
蔵
野
市
議
会
の
四
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
広
報
委
員
会
の
任
期
は
一
年
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
六
月
十
一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
新
た
な
委
員
が
議
長
よ
り
指
名
さ
れ
、
同
日
行
わ
れ
た
各
委

員
会
で
正
副
委
員
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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陳
情 

審
議
結
果

政
府
等
へ
の

意
見
書

永年勤続議員表彰を受ける石井一徳議員 

平成25年6月19日、決議提出のため、
与座 武議長と落合勝利副議長が小金
井市議会正副議長とともに西武ホール
ディングス本社を訪問しました。

議案審議結果（議決）一覧

第 2回定例会
【市長提出議案（16件）】

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。
TEL 0422-60-1883　FAX 0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議　会
事務局

自由民主クラブ
℡ 60-1884	 ℻ 51-9444
むさしの未来
℡ 60-1889	 ℻ 51-9587
民主党・無所属クラブ
℡ 60-1887	 ℻ 51-9479
市議会公明党
℡ 60-1886	 ℻ 51-9469

議会ダイヤル ☎

※ �議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページなどでご確認いただくか、
　 議会事務局にお問い合わせください。

市議会市民クラブ
℡ 60-1885	 ℻ 51-9445
市民の党
℡ 60-1890	 ℻ 51-9604
日本共産党武蔵野市議団
℡ 60-1888	 ℻ 51-9485
会派に属さない議員
℡ 60-1909	 ℻ 51-9629

日
本
の
農
業
と
地
域
経
済
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
）
参
加
に
際
し

慎
重
を
期
す
こ
と
に
関
す
る

意
見
書

　

こ
れ
ま
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

め
ぐ
っ
て
は
、
政
府
に
対
し
、

都
道
府
県
、
自
治
体
議
会
、
農

林
漁
業
関
係
者
な
ど
、
全
国
か

ら
反
対
又
は
慎
重
を
期
す
こ
と

を
求
め
る
決
議
や
意
見
書
が
相

次
い
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
政
府
は
交
渉

参
加
国
と
の
事
前
協
議
を
経

て
、
三
月
に
交
渉
参
加
方
針
を

示
し
、
七
月
に
行
わ
れ
る
次
回

会
合
で
は
、
正
式
参
加
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
の
間
、
日
米
両

国
の
事
前
協
議
の
段
階
で
、
Ｂ

Ｓ
Ｅ
対
策
に
関
す
る
輸
入
牛
肉

の
月
齢
条
件
を
緩
和
す
る
一
方

で
、
自
動
車
分
野
で
は
日
本
車

へ
の
関
税
は
長
期
間
維
持
、
保

険
分
野
で
は
新
規
商
品
の
不
許

可
な
ど
、
著
し
く
日
本
に
不
利

な
交
渉
結
果
を
強
い
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
に

は
、
十
分
な
情
報
の
提
供
や
国

民
的
議
論
の
機
会
が
得
ら
れ
た

と
は
言
い
難
い
現
状
に
あ
る
。

「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
を
原

則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
農

業
分
野
に
止
ま
ら
な
い
医
療
、

保
険
、
公
共
事
業
等
国
民
生

活
・
地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
年
五
月
に
も
全

国
市
議
会
議
長
会
か
ら
慎
重
を

期
す
こ
と
を
求
め
る
決
議
が
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
農
業

分
野
を
初
め
と
す
る
地
域
経
済

全
般
に
わ
た
る
国
民
生
活
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
正
確
な

情
報
の
開
示
、
十
分
な
説
明
責

任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
正
式

な
参
加
に
際
し
て
は
慎
重
を
期

す
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
・
外
務
・
農
林
水
産
・
経
済
産

業
大
臣
あ
て
）

決
議

市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
西
武
鉄
道
五
路
線

の
存
続
と
沿
線
の
更
な
る
充

実
、
発
展
を
求
め
る
決
議

　

先
般
、
西
武
鉄
道
を
初
め
と

す
る
西
武
グ
ル
ー
プ
の
持
ち
株

会
社
で
あ
る
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
に
対
し
、
同
社
の
筆
頭

株
主
で
あ
る
投
資
会
社
サ
ー
ベ

ラ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
以
下
「
サ
ー
ベ
ラ
ス

社
」
と
い
う
。）
が
株
式
公
開

買
い
付
け
を
実
施
す
る
こ
と
に

伴
い
、
西
武
鉄
道
の
不
採
算
路

線
と
さ
れ
る
多
摩
川
線
、
国
分

寺
線
、
多
摩
湖
線
、
山
口
線
、

秩
父
線
の
五
路
線
の
廃
止
な
ど

を
求
め
て
い
る
こ
と
が
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。

　

武
蔵
境
駅
を
起
点
と
す
る
多

摩
川
線
を
初
め
と
し
て
、
こ
の

五
路
線
は
、
地
域
住
民
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
生
活

の
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
経

済
活
動
の
基
盤
と
し
て
更
な
る

充
実
、
発
展
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
廃
止
と
な
れ

ば
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。
ま
た
、
多
く
の
沿
線
自
治

体
で
は
、
長
年
、
西
武
鉄
道
と

と
も
に
発
展
し
都
市
形
成
を
し

て
き
た
歴
史
を
有
し
、
今
後
も

市
民
福
祉
の
向
上
と
都
市
の
発

展
を
図
る
う
え
で
、
今
回
の
路

線
廃
止
の
提
案
は
断
じ
て
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

サ
ー
ベ
ラ
ス
社
は
、
こ
の
提

案
の
検
討
を
求
め
て
は
い
な
い

と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

鉄
道
の
よ
う
な
公
共
性
、
公
益

性
の
高
い
事
業
に
対
し
、
株
主

と
い
う
優
越
的
な
立
場
か
ら
経

営
合
理
化
優
先
で
こ
う
い
っ
た

提
案
が
な
さ
れ
る
こ
と
自
体
、

極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　

利
益
優
先
の
合
理
化
策
に

よ
っ
て
、
市
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
鉄
道
事
業
が
そ
の
存
廃

を
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
、
沿
線

住
民
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
の
発

展
に
期
待
す
る
多
く
の
市
民
を

不
安
に
陥
れ
る
も
の
で
あ
り
、

断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。

　

よ
っ
て
、武
蔵
野
市
議
会
は
、

関
係
者
に
対
し
て
現
行
事
業
路

線
の
将
来
に
わ
た
る
運
行
継
続

の
確
約
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

●専決処分の承認を求めることについて（武蔵野市市税条例の一部を改正する条例）
　　　……………………………………………………………………………………… 承認（全会一致）
※地方税法の一部を改正する法律（平成 25 年法律第３号）の施行に伴い、改正をするもの。
●専決処分の承認を求めることについて（武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例）
　　　……………………………………………………………………………………… 承認（全会一致）
※地方税法の一部を改正する法律（平成 25 年法律第３号）の施行に伴い、改正をするもの。
●公益的法人等への武蔵野市職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例… … 可決（全会一致）
※職員を派遣することができる公益法人等の名称の変更に伴い、改正をするもの。
●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例… ……………… 可決（全会一致）
※新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成 24 年法律第 31 号）の施行に伴い、新型インフル
エンザ等緊急事態派遣手当について規定する必要があるため、改正をするもの。

●武蔵野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例… …………………… 可決（全会一致）
※一般職の職員の退職手当制度の見直しに伴い、改正をするもの。
●武蔵野市市税条例の一部を改正する条例……………………………………………… 可決（全会一致）
※地方税法の一部を改正する法律（平成 25 年法律第３号）の施行に伴い、改正をするもの。
●武蔵野市道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例……………………………… 可決（全会一致）
※道路法施行令及び道路整備特別措置法施行令の一部を改正する政令（平成 24 年政令第 294 号）
の施行による道路法施行令（昭和 27 年政令第 479 号）の改正等に伴い、改正をするもの。

●武蔵野市小規模企業者事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例… ……… 可決（全会一致）
※融資あっせん対象となる事業者の従業員数を拡大するほか、所要の改正をするもの。
●武蔵野市新型インフルエンザ等対策本部条例… ……………………………………… 可決（全会一致）
※新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成 24 年法律第 31 号）の施行に伴い、武蔵野市新型
インフルエンザ等対策本部に関し必要な事項を定めるもの。

●新武蔵野クリーンセンター（仮称）整備運営事業に関する施設整備工事請負契約… 可決（全会一致）
※契約金額は 103 億 7,400 万円。履行期間は平成 31 年 6 月 30 日まで。
●平成 25年度武蔵野市一般会計補正予算（第１回）…………………………………… 可決（全会一致）
●平成 25年６月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例………………… 可決（賛成多数）
●平成 25年６月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例………… 可決（賛成多数）
●平成 25年６月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例…………… 可決（全会一致）
●平成 25年度武蔵野市一般会計補正予算（第２回）…………………………………… 可決（全会一致）
●武蔵野市監査委員の選任の同意について……………………………………………… 同意（全会一致）

【議員提出議案（２件）】
●市民生活に欠かすことができない西武鉄道５路線の存続と沿線の更なる充実、発展を求める決議
　　　……………………………………………………………………………………… 可決（全会一致）
●日本の農業と地域経済に深刻な影響を与えるＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）参加に際し慎重
を期すことに関する意見書… …………………………………………………………… 可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

　

外
環
道
路
特
別
委
員
会
、
鉄
道
対

策
・
武
蔵
境
駅
周
辺
整
備
特
別
委
員

会
の
両
委
員
会
は
平
成
二
十
五
年
六

月
定
例
会
で
設
置
期
限
が
切
れ
る
た

め
、六
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て

二
年
間
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
後
、
外
環
道
路
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
三

月
定
例
会
最
終
日
ま
で
期
限
を
延
長

し
、
継
続
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
対

策
・
武
蔵
境
駅
周
辺
整
備
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
武
蔵

境
駅
舎
連
続
施
設
や
側
道
整
備
の
完

了
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
役
割

が
一
定
程
度
果
た
さ
れ
た
も
の
と

し
、
当
初
予
定
ど
お
り
の
設
置
期
限

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
外
環
道
路
特
別
委
員
会

は
、
東
京
都
市
計
画
道
路
都
市
高
速

道
路
外
郭
環
状
線
及
び
外
郭
環
状
線

以下のとおり、全員協議会が開催されました。
・議会人事について（平成 25年６月 11 日）
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議会からのお知らせ

● ● ● 議員辞職について ● ● ●

島崎義司議員（自由民主クラブ）
が平成 25 年６月６日付で議員を
辞職しました。
なお、10 月６日執行の市長選挙の
際に、市議会議員補欠選挙も同時
に実施される予定です。

永年勤続議員表彰 
　５月 22 日開催の第 89 回全国市議会議長会定
期総会において、全国市議会議長会より永年勤
続議員として下記の議員が表彰され、その伝達
式が本会議場で行われました。

● 30年以上勤続	 石　井　一　徳
● 10年以上勤続	 きくち　太　郎
	 土　屋　美恵子
	 桑　津　昇太郎
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